住宅金融政策の課題(II) : 住宅金融公庫を中心に by 村本 孜 et al.
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（第14表）地域別持家率
が
自
分
の
家
を
持
ち
、
商
業
そ
の
他
の
自
営
業
者
も
七
二
・
一
％
の
持
家
率
で
あ
る
の
に
対
し
、
雇
用
者
層
で
は
五
四
・
四
％
に
す
ぎ
ず
「
と
く
に
年
収
三
〇
〇
万
未
満
雇
用
者
は
四
二
・
ハ
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
地
域
別
観
点
を
加
味
す
る
と
、
京
浜
大
都
市
圈
の
年
収
三
〇
〇
万
円
未
満
の
雇
用
者
の
持
家
率
は
二
七
・
二
％
の
低
水
準
で
あ
る
。
な
規
模
に
な
っ
た
の
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
経
済
政
策
的
性
格
つ
ま
り
景
気
浮
揚
政
策
と
し
て
の
役
割
が
公
庫
融
資
に
付
せ
ら
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
公
庫
融
資
の
性
格
付
け
は
「
持
家
政
策
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
持
家
政
策
を
正
当
化
す
る
の
が
「
国
民
の
根
強
い
持
家
志
向
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
既
に
別
の
箇
所
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
昭
和
四
〇
年
に
住
宅
戸
数
を
住
宅
世
帯
数
で
除
し
た
値
は
一
以
上
と
な
り
、
四
八
年
に
は
一
・
○
五
と
な
っ
た
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
住
宅
は
量
的
に
は
充
足
さ
れ
、
空
家
が
相
当
存
在
し
て
い
る
（
空
家
率
は
四
三
年
四
・
〇
％
、
四
八
年
五
・
五
％
、
五
三
年
七
・
六
％
）
。
一
方
、
持
家
率
は
昭
和
五
三
年
に
は
六
〇
・
五
％
に
達
し
、
先
進
主
要
国
で
は
ア
メ
リ
カ
の
六
四
・
六
％
（
一
九
七
五
年
）
に
次
ぐ
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
・
に
、
持
家
率
が
全
国
で
六
割
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
国
民
の
根
強
い
持
家
需
要
が
あ
る
の
は
、
持
家
率
に
は
「
地
域
別
、
従
業
上
の
地
位
別
「
所
得
・
年
齢
階
層
別
に
相
違
が
み
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
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(第15表)持家率の特性(昭和53年)が
、
こ
の
表
で
み
る
限
り
、
持
家
の
方
は
約
六
割
弱
が
平
均
居
住
水
準
で
あ
る
の
に
対
し
、
借
家
は
約
八
割
強
が
平
均
居
住
水
準
に
満
た
な
い
、
劣
悪
な
居
住
水
準
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
傾
向
は
大
都
市
地
域
で
顕
著
で
「
と
く
に
南
関
東
で
は
借
家
の
約
九
割
弱
が
平
均
居
住
水
準
未
満
で
、
と
く
に
約
三
割
は
最
低
居
住
水
準
に
も
達
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
南
関
東
す
な
わ
ち
「
京
浜
大
都
市
圈
の
借
家
の
状
況
が
い
か
に
劣
悪
か
を
こ
の
デ
ー
タ
は
物
語
っ
て
い
る
。
　
　
「
住
宅
需
要
実
態
調
査
」
（
建
設
省
住
宅
局
、
昭
和
五
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
借
家
居
住
世
帯
の
う
ち
、
四
四
・
一
％
が
改
善
を
考
え
「
そ
の
う
ち
持
家
の
取
得
に
よ
る
改
善
を
考
え
て
い
る
世
帯
は
八
〇
・
七
％
（
新
築
、
家
の
購
入
、
土
地
の
み
購
入
）
に
達
し
て
い
る
（
第
　
㈲
　
所
得
年
齢
層
別
に
み
る
と
、
低
所
得
層
、
若
年
層
ほ
ど
持
家
率
が
低
い
。
収
入
五
分
位
階
級
別
で
み
る
と
、
昭
和
五
三
年
に
第
１
分
位
三
五
・
七
％
、
第
Ⅱ
分
位
四
〇
・
九
％
、
第
三
分
位
五
一
・
六
％
で
あ
る
（
第
一
六
表
）
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
持
家
率
が
低
く
、
持
家
志
向
が
強
い
の
は
、
大
都
市
圈
と
く
に
京
浜
市
圈
の
低
所
得
雇
用
者
に
つ
い
て
顕
著
で
あ
る
と
推
論
で
き
る
。
　
こ
の
点
を
別
の
観
点
か
ら
み
て
み
る
と
、
第
一
七
表
は
住
宅
の
居
住
水
準
達
成
状
況
で
あ
る
― 75 ―
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
①
　
持
家
は
、
財
産
と
し
て
の
価
値
が
高
く
、
財
産
形
成
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
　
②
　
建
設
さ
れ
た
住
宅
の
規
模
が
「
持
家
で
広
く
、
借
家
で
狭
い
と
い
う
格
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
さ
へ
の
欲
求
が
持
家
へ
の
　
欲
求
に
転
化
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
（第17表）住宅の居住水準達成状況
　
一
八
表
）
。
と
く
に
、
東
京
圈
で
は
、
借
家
世
帯
の
ハ
ハ
・
八
％
が
持
家
志
向
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
持
家
に
対
す
る
需
要
が
旺
盛
な
の
は
、
持
家
取
得
に
よ
っ
て
居
住
水
準
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
要
望
（
質
の
向
上
と
言
　
っ
て
も
よ
い
）
が
強
い
こ
と
が
重
要
な
要
因
ヽ
で
あ
る
と
同
時
に
、
資
産
と
し
て
の
住
宅
に
対
す
る
保
有
選
好
も
大
き
く
、
実
物
資
産
と
し
て
の
住
宅
取
得
は
、
生
活
の
充
実
と
資
産
選
好
の
両
面
の
相
乗
効
果
か
ら
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
　
『
住
宅
金
融
公
庫
三
十
年
史
』
は
持
家
欲
求
の
強
い
理
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（第18表）住宅の改善計画の内容（昭和53年）
　
（
ほ
）
持
家
の
借
入
金
返
済
額
が
、
借
家
の
支
払
家
賃
と
ほ
ぼ
同
程
度
に
な
っ
た
た
め
、
借
家
居
　
住
者
に
「
家
計
負
担
が
同
程
度
で
あ
れ
ば
持
家
の
方
が
得
」
と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
た
こ
と
。
」
　
以
上
の
よ
う
・
な
持
家
需
要
に
対
応
し
て
採
ら
れ
た
政
策
が
持
家
政
策
で
あ
る
。
持
家
政
策
と
し
て
は
、
税
制
等
の
各
種
持
家
助
成
策
、
昭
和
四
六
年
六
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
、
持
家
を
貯
蓄
資
産
と
並
ぶ
財
産
形
成
の
目
標
と
し
、
財
形
持
家
融
資
等
の
助
成
措
置
を
講
じ
て
い
る
財
形
法
「
昭
和
四
一
年
か
ら
実
行
さ
れ
、
第
四
期
計
画
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
住
宅
建
設
五
ヵ
年
計
画
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
、
第
一
九
表
に
み
る
よ
う
に
「
住
宅
建
設
五
ヵ
年
計
画
は
、
第
一
期
計
画
（
昭
和
四
一
～
四
五
年
度
）
で
は
持
家
率
を
五
〇
・
〇
％
（
実
績
五
一
・
〇
％
）
と
し
て
い
た
が
、
第
二
期
計
画
で
は
五
五
・
三
％
（
実
績
五
八
・
ハ
％
）
、
第
三
期
計
画
で
は
六
〇
・
〇
％
（
実
績
七
一
・
二
％
）
と
上
昇
せ
し
め
て
お
り
、
第
四
期
計
画
で
は
七
一
・
四
％
と
計
画
し
て
い
る
。
と
く
に
、
計
画
値
よ
り
も
、
実
績
値
の
方
が
上
回
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
第
三
期
計
画
で
は
計
画
の
六
〇
・
〇
％
を
大
き
く
上
回
る
七
一
・
ニ
％
と
い
う
持
家
率
を
実
現
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
持
家
政
策
が
民
間
の
持
家
需
要
を
喚
起
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
第
一
九
表
を
検
討
す
る
と
、
住
宅
建
設
五
ヵ
年
計
画
は
、
第
一
期
計
画
こ
そ
全
体
で
達
成
率
一
〇
〇
・
六
％
と
目
標
を
実
現
し
た
も
の
の
、
第
二
期
お
よ
び
第
三
期
計
画
は
達
成
率
が
全
体
で
八
六
・
五
％
、
九
〇
・
七
％
と
い
ず
れ
も
目
標
を
下
回
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
庫
住
宅
の
達
成
率
を
み
る
と
、
第
一
期
計
画
の
一
〇
〇
・
七
％
は
無
論
の
こ
と
、
第
二
期
計
画
で
は
一
二
一
・
五
％
、
第
三
期
計
画
で
は
一
三
二
・
六
％
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（第19表）住宅建設五ヵ年計画
と
大
き
く
目
標
を
上
回
っ
て
い
る
。
公
庫
住
宅
は
、
住
宅
建
設
五
ヵ
年
計
画
の
中
で
は
、
い
ね
ば
持
家
政
策
の
柱
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
景
気
浮
揚
政
策
の
中
心
に
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
「
唯
一
例
外
的
に
高
い
達
成
率
を
示
し
て
い
る
。
第
三
期
計
画
の
実
績
べ
Ｉ
ス
で
み
る
と
、
公
的
住
宅
三
六
八
万
戸
の
う
ち
、
二
五
二
万
戸
が
公
庫
住
宅
で
、
六
八
・
五
％
の
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
持
家
政
策
を
推
進
す
る
の
が
い
わ
ば
公
庫
住
宅
で
あ
り
、
公
庫
融
資
が
持
家
政
策
の
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
　
こ
の
よ
う
に
公
庫
融
資
が
持
家
政
策
の
中
心
に
な
っ
た
の
に
は
種
々
の
理
由
が
あ
る
が
、
景
気
浮
揚
策
と
し
て
公
庫
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融
資
が
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
が
無
視
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
『
住
宅
金
融
公
庫
三
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
　
「
①
　
従
来
の
不
況
期
に
は
、
個
人
消
費
や
輸
出
な
ど
で
景
気
を
下
支
え
し
た
が
、
四
九
年
度
の
不
況
で
は
こ
れ
ら
の
最
終
需
要
が
　
非
常
に
弱
い
た
め
、
財
政
支
出
に
よ
っ
て
公
共
投
資
や
住
宅
建
設
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
　
②
　
公
庫
融
資
は
、
財
源
の
逼
迫
し
て
い
る
一
般
会
計
に
大
き
な
負
担
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
比
較
的
に
弾
力
的
運
用
が
可
能
な
　
財
政
投
融
資
の
利
用
が
中
心
で
あ
る
こ
と
。
　
③
　
根
強
い
住
宅
需
要
に
支
え
ら
れ
て
、
公
庫
融
資
を
拡
大
す
る
と
、
そ
の
分
住
宅
建
設
が
確
実
に
伸
び
景
気
対
策
の
効
果
が
出
　
て
く
る
こ
と
。
　
④
　
住
宅
建
設
の
関
連
事
業
の
生
産
誘
発
効
果
は
、
公
共
投
資
と
並
ん
で
大
き
く
、
比
較
的
少
な
い
財
政
支
出
で
大
き
な
波
及
効
　
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
。
　
⑥
　
住
宅
建
設
投
資
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
が
増
大
し
て
い
る
中
で
、
住
宅
建
設
を
刺
激
す
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
Ｇ
Ｎ
Ｐ
増
　
大
へ
の
寄
与
度
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
　
⑥
　
国
民
の
根
強
い
住
宅
需
要
が
存
在
し
て
い
る
中
で
、
そ
の
潜
在
需
要
を
実
現
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
長
期
的
に
も
福
祉
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
1
1
J
建
設
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
。
」
で
あ
る
。
と
く
に
、
④
の
住
宅
建
設
の
生
産
誘
発
効
果
は
、
公
共
事
業
の
生
産
誘
発
係
数
（
治
水
ニ
・
○
七
（
道
路
建
設
二
・
〇
〇
等
）
よ
り
も
大
き
く
「
二
・
二
五
（
建
築
費
一
単
位
当
た
り
生
産
誘
発
は
ニ
・
二
五
単
位
の
増
大
）
で
あ
り
、
公
庫
住
宅
の
生
産
誘
発
係
数
は
、
個
人
住
宅
建
設
で
ニ
・
二
三
、
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
お
よ
び
民
間
団
地
分
譲
住
宅
で
ニ
・
三
二
と
推
計
さ
れ
、
景
気
浮
揚
効
果
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
点
で
「
持
家
政
策
は
景
気
浮
揚
政
策
と
一
体
化
さ
れ
「
公
庫
融
資
も
そ
の
性
格
付
け
が
不
明
確
に
な
っ
て
― 79 ―
し
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も
持
家
政
策
は
、
前
述
引
用
の
⑥
の
よ
う
に
福
祉
社
会
建
設
と
い
う
社
会
政
策
の
側
面
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
景
気
浮
揚
政
策
の
性
格
が
加
味
さ
れ
た
結
果
「
種
々
の
問
題
を
生
ぜ
し
む
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
　
と
く
に
重
要
な
こ
と
は
、
公
庫
融
資
が
急
増
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
用
地
確
保
政
策
が
十
分
採
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
地
価
急
騰
を
招
い
た
。
住
宅
用
地
確
保
の
目
途
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
金
融
面
か
ら
の
購
買
力
増
強
政
策
が
公
庫
融
資
の
形
で
推
進
さ
れ
た
た
め
、
地
価
は
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
時
代
に
は
、
家
計
の
収
入
の
伸
び
率
も
大
き
く
、
地
価
上
昇
も
吸
収
さ
れ
得
た
が
、
経
済
の
低
成
長
化
は
家
計
収
入
伸
び
率
を
低
下
さ
せ
、
地
価
急
騰
の
下
で
、
持
家
取
得
可
能
世
帯
を
急
減
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
「
持
家
政
策
を
住
宅
金
融
面
か
ら
購
買
力
を
高
め
る
方
策
に
よ
り
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
持
家
政
策
の
再
検
討
を
必
要
と
す
る
。
持
家
政
策
が
住
宅
用
地
供
給
可
能
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
限
り
、
地
価
そ
し
て
住
宅
価
格
の
高
騰
を
招
き
、
家
計
の
収
入
・
負
債
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
拡
大
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
る
返
済
苦
を
招
く
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
持
家
政
策
中
心
の
住
宅
政
策
に
は
方
向
転
換
が
迫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
公
庫
融
資
も
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
五
　
公
庫
融
資
の
課
題
　
昭
和
四
〇
年
代
に
急
成
長
し
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
浮
揚
政
策
の
中
軸
と
し
て
そ
の
役
割
が
顕
著
と
な
っ
た
公
庫
融
資
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
そ
し
て
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
財
政
再
建
と
い
う
・
課
題
を
抱
え
る
国
の
一
般
会
計
予
算
の
伸
び
率
が
抑
制
さ
れ
る
中
で
、
三
で
指
摘
し
た
よ
う
な
利
子
補
給
を
一
般
会
計
に
大
き
く
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
既
に
、
昭
和
五
六
年
度
予
算
で
は
、
補
給
必
要
額
と
予
算
で
認
め
ら
れ
た
額
と
の
間
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
お
り
、
今
後
こ
の
ギ
ャ
－80－
ッ
プ
は
大
き
く
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
小
さ
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
一
般
会
計
か
ら
の
利
子
補
給
が
停
止
さ
れ
れ
ば
「
資
金
運
用
部
か
ら
資
金
を
借
入
れ
て
、
そ
れ
を
一
般
会
計
か
ら
の
利
子
補
給
で
補
助
し
た
上
で
「
五
・
五
％
と
い
う
低
金
利
で
貨
付
け
る
シ
ス
テ
ム
自
体
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
利
子
補
給
が
そ
の
必
要
額
を
充
足
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
否
定
の
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
公
庫
融
資
の
原
資
と
な
っ
て
い
る
資
金
運
用
部
資
金
を
含
む
財
政
投
融
資
自
体
の
見
直
し
も
、
ニ
で
示
し
た
よ
う
な
未
消
化
問
題
等
か
ら
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
「
資
金
運
用
部
資
金
の
原
資
で
あ
る
郵
便
貯
金
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
で
新
し
い
課
題
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
・
金
融
環
境
の
中
で
公
庫
融
資
も
従
来
通
り
の
在
り
方
で
は
そ
の
運
営
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
住
宅
金
融
公
庫
の
資
金
調
達
面
と
資
金
運
用
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
を
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。
　
0
0
　
住
宅
金
融
公
庫
の
資
金
調
達
の
問
題
で
あ
る
が
、
従
来
の
資
金
調
達
方
法
に
は
、
㈲
一
般
会
計
お
よ
び
見
返
資
金
特
別
会
計
・
産
業
投
資
特
別
会
計
か
ら
の
出
資
金
、
㈲
財
投
資
金
の
借
入
れ
（
資
金
運
用
部
資
金
と
簡
保
資
金
）
、
㈲
財
形
住
宅
債
券
お
よ
び
宅
地
債
券
の
発
行
、
の
三
つ
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
公
庫
発
足
当
初
の
原
資
は
㈲
に
よ
っ
て
い
た
が
「
　
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金
は
昭
和
三
〇
年
度
に
終
了
し
（
見
返
資
金
特
別
会
計
の
交
付
金
は
二
五
・
二
六
年
度
の
み
）
、
三
二
年
度
か
ら
は
産
投
会
計
出
資
と
な
っ
た
が
こ
れ
も
四
〇
年
度
に
終
了
し
た
た
め
、
公
庫
の
資
金
調
達
は
㈲
の
借
入
金
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
財
投
借
入
金
は
二
六
年
度
か
ら
始
ま
り
、
当
初
は
資
金
運
用
部
資
金
の
み
で
あ
っ
た
が
、
三
〇
年
度
か
ら
は
簡
保
資
金
の
借
入
れ
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
四
〇
年
代
以
降
の
公
庫
の
原
資
は
借
入
金
が
主
で
、
㈲
の
債
券
発
行
も
あ
る
も
の
の
僅
か
で
あ
り
（
三
八
年
度
か
ら
）
、
こ
れ
に
公
庫
の
自
己
資
金
が
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
（
第
二
○
表
）
。
既
に
、
公
庫
が
財
投
借
入
金
に
依
存
し
て
い
る
限
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（第20表）公庫資金の原資の
根
幹
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
早
く
か
ら
確
立
し
（
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
組
合
、
ア
メ
リ
カ
の
貯
蓄
貸
付
組
合
・
相
互
貯
蓄
銀
行
、
西
ド
イ
ツ
の
建
築
貯
蓄
金
庫
な
ど
）
、
住
宅
資
金
の
安
定
的
供
給
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
住
宅
金
融
問
題
の
一
つ
の
隘
路
と
な
っ
て
い
る
。
　
住
宅
建
設
の
た
め
の
資
金
、
す
な
わ
ち
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
は
低
い
方
が
望
ま
し
く
、
経
済
的
厚
生
に
も
資
す
る
わ
け
で
あ
る
り
、
多
く
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
こ
の
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
資
金
調
達
方
式
に
依
存
す
る
こ
と
に
は
眼
界
が
あ
り
、
新
た
な
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
　
公
庫
融
資
の
原
資
と
し
て
財
投
借
入
に
依
存
し
な
い
と
す
れ
ば
、
公
庫
自
体
の
資
金
調
達
機
能
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
㈲
の
債
券
発
行
方
式
の
拡
充
で
あ
ろ
う
。
現
在
も
財
形
住
宅
債
券
お
よ
び
宅
地
債
券
の
発
行
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
は
第
二
〇
表
に
見
る
よ
う
に
小
さ
い
。
こ
の
点
で
、
昭
和
五
六
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
度
か
ら
「
住
宅
・
宅
地
債
券
積
立
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
住
宅
建
設
の
よ
う
な
支
出
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
資
金
を
要
す
る
た
め
、
か
な
り
の
期
間
に
亘
る
資
金
計
画
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
計
画
的
住
宅
貯
蓄
を
行
い
、
一
定
規
模
に
達
し
た
段
階
で
こ
れ
を
基
と
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
上
積
み
し
た
上
で
、
実
際
の
住
宅
建
設
資
金
を
す
る
と
い
う
方
式
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
計
画
的
住
宅
貯
蓄
と
住
宅
ロ
ー
ン
を
リ
ン
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
が
住
宅
金
融
― 82 ―
が
、
そ
の
た
め
に
は
ロ
ｌ
ン
の
原
資
の
金
利
も
低
く
な
け
れ
ば
金
融
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
完
結
し
な
い
こ
と
は
、
期
間
対
応
原
則
と
　
　
　
（
1
5
）
合
わ
せ
て
、
自
明
な
こ
と
で
あ
る
。
将
来
住
宅
ロ
ー
ン
を
希
望
す
る
者
が
計
画
的
に
低
い
金
利
で
預
金
な
ど
の
貯
蓄
を
行
い
、
そ
れ
を
原
資
と
し
て
低
利
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
行
う
金
融
シ
ス
テ
ム
こ
そ
、
住
宅
金
融
と
し
て
最
も
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
現
行
の
民
間
金
融
機
関
に
期
待
す
る
と
す
れ
ば
、
「
住
宅
金
融
勘
定
」
と
い
う
・
べ
き
新
し
い
制
度
を
導
人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
住
宅
金
融
公
庫
が
、
債
券
発
行
を
行
い
「
将
来
公
庫
融
資
を
希
望
す
る
者
が
こ
れ
に
応
募
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
後
に
（
一
定
額
の
債
券
を
購
入
す
る
こ
と
や
、
所
定
の
方
式
で
積
立
て
る
な
ど
）
、
公
庫
融
資
に
優
先
権
を
与
え
る
と
い
っ
た
方
式
は
、
計
画
的
住
宅
貯
蓄
と
住
宅
ロ
ー
ン
の
リ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
に
適
う
も
の
で
あ
る
。
公
庫
の
発
行
す
る
債
券
の
金
利
を
低
利
に
す
れ
ば
、
現
行
の
五
・
五
％
融
資
も
可
能
で
あ
る
し
、
そ
れ
以
下
の
条
件
で
の
融
資
も
可
能
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
ロ
せ
よ
「
公
庫
が
債
券
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
を
推
進
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
財
政
投
融
資
の
見
直
し
論
と
も
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
で
あ
る
。
　
財
政
投
融
資
見
直
し
論
に
つ
い
て
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
避
け
る
が
、
積
極
的
提
言
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
野
口
氏
の
主
張
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
財
投
関
連
機
関
存
続
の
判
断
を
行
政
あ
る
い
は
政
治
の
場
で
行
う
の
で
は
な
く
、
市
場
の
判
断
に
委
ね
る
方
式
を
用
い
、
具
体
的
に
は
財
投
資
金
の
供
給
を
停
止
し
、
各
機
関
が
資
本
市
場
で
債
券
発
行
を
行
っ
て
資
金
調
達
を
す
る
こ
と
と
し
、
い
っ
た
ん
市
中
消
化
さ
れ
た
債
券
を
資
金
運
用
部
が
市
中
か
ら
購
入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
中
か
ら
資
金
調
達
を
行
い
う
る
機
関
の
み
が
、
そ
の
資
金
の
範
囲
内
で
、
事
業
を
継
続
し
う
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
財
政
投
融
資
の
再
検
討
を
行
う
方
式
と
し
て
合
理
的
な
も
の
と
言
え
る
が
、
も
し
こ
の
よ
う
な
再
検
討
が
な
さ
れ
る
と
し
て
も
、
公
庫
の
債
券
発
行
方
式
に
よ
る
資
金
調
達
は
充
分
機
能
ず
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
　
②
　
公
庫
融
資
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
問
題
が
あ
る
が
、
大
別
し
て
ニ
つ
の
側
面
が
指
摘
で
き
る
。
一
つ
は
運
用
対
象
で
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あ
り
「
も
う
Ｉ
一
つ
は
金
利
の
問
題
で
あ
る
。
　
公
庫
融
資
の
運
用
対
象
は
、
現
行
で
も
二
元
的
な
い
し
画
一
的
で
な
い
運
用
に
よ
っ
て
類
別
化
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
地
域
別
運
用
は
か
な
り
き
め
細
か
く
行
わ
れ
て
い
る
し
「
所
得
別
運
用
も
昭
和
五
六
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
「
年
収
ハ
○
○
万
円
を
超
え
る
者
に
つ
い
て
は
五
・
五
％
融
資
で
は
な
く
、
ハ
・
○
％
融
資
が
適
用
さ
れ
、
五
・
五
％
融
資
に
所
得
制
限
が
行
わ
れ
る
と
い
う
「
二
元
的
運
用
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ニ
元
的
」
な
い
し
「
多
元
的
」
運
用
は
「
公
庫
融
資
の
も
つ
ニ
元
的
性
格
ｌ
社
会
政
策
的
融
資
と
経
済
政
策
的
融
資
―
か
ら
見
て
当
然
の
方
向
で
あ
る
。
社
会
的
に
見
て
、
安
定
的
な
住
宅
供
給
を
行
う
べ
き
分
野
（
相
対
的
低
所
得
層
）
に
は
低
利
の
社
会
政
策
的
融
資
を
行
う
一
方
（
た
と
え
ば
、
法
定
金
利
の
五
・
五
％
融
資
）
、
景
気
変
動
に
対
応
し
て
供
給
さ
れ
る
よ
う
な
分
野
（
相
対
的
高
所
得
層
）
に
は
低
利
で
な
い
経
済
政
策
的
融
資
を
行
う
（
た
と
え
ば
政
令
金
利
）
こ
と
が
よ
り
積
極
的
に
活
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
第
一
六
表
に
見
た
よ
う
に
、
低
所
得
層
ほ
ど
持
家
率
が
低
く
「
第
三
図
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
収
入
の
低
い
若
年
層
に
持
家
需
要
は
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
所
得
格
差
別
の
運
用
も
二
元
的
な
も
の
か
ら
、
も
う
少
し
き
め
細
か
い
多
元
的
運
用
へ
移
行
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
　
次
に
、
公
庫
融
資
の
金
利
の
問
題
で
あ
る
が
、
現
行
の
金
利
制
度
に
は
す
で
に
利
子
補
給
の
面
か
ら
も
問
題
か
お
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
三
で
論
じ
た
よ
う
に
、
法
定
金
利
と
政
令
金
利
の
ニ
元
的
適
用
の
よ
り
一
層
の
徹
底
化
「
す
な
わ
ち
社
会
政
策
的
融
資
に
は
法
定
金
利
を
適
用
す
る
一
方
「
経
済
政
策
的
融
資
に
は
政
令
金
利
を
適
用
す
る
と
い
う
方
式
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
公
庫
融
資
の
貸
付
金
利
の
水
準
自
体
を
フ
レ
ク
シ
ブ
ル
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
公
庫
資
金
の
調
達
金
利
で
あ
る
財
投
金
利
か
昭
和
四
七
年
以
降
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
、
変
動
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
公
庫
の
貸
付
金
利
（
と
く
に
法
定
金
利
）
－84－
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の
ろ
が
硬
直
的
で
あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
は
低
い
ほ
ど
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
現
行
の
法
定
金
利
五
・
五
％
の
上
下
一
定
範
囲
内
で
フ
レ
ク
シ
ブ
ル
に
す
る
程
度
の
こ
と
は
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
公
庫
の
貸
付
金
利
も
金
利
体
系
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
民
間
の
一
年
定
期
預
金
の
金
利
に
等
し
い
水
準
で
な
け
れ
ば
、
公
庫
融
資
を
受
け
た
者
が
そ
れ
を
預
金
し
て
利
益
を
受
け
る
（
利
鞘
を
稼
ぐ
）
よ
う
な
状
況
を
発
生
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
社
会
的
不
公
平
を
生
む
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
定
金
利
を
固
定
す
る
の
で
は
な
く
「
金
利
自
由
化
の
中
で
位
置
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
三
の
最
後
に
示
し
た
よ
う
な
①
？
⑥
の
措
置
が
加
味
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
・
三
・
三
一
）
― 86 ―
－87－
－88－
